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続・IXの現状と新たなる展開
ー地域IXの展開と果たすべき役割ー

概要
JANOG48において、「IXの現状と新たなる展開 ーサス
テナブルなIXを目指してー」という講演を行いましたが、
本プログラムはその続編となります。前回は、地域IXを構
築している3名の発表者の経験と知見に基づき、地域IXを
継続的に運用していくために必要な事項について共有し、
地域IXを含めて日本のインターネットの構造のあり方につ
いて議論を深めました。今回は、その後の地域IXの動きに
ついて紹介するとともに、さらに具体的に地域IXの運用し
ていくために必要となる資源やそれをどのように充足して
いくか、また果たすべき役割と得られる成果について議論
を行い、日本のインターネットの構造の在り方について議
論の場を提供します。
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自己紹介

• 氏名：石田慶樹(いしだよしき)

• 所属：日本ネットワークイネイブラー株式
会社

• 経歴：
• 1998年10月 メディアエクスチェンジ株式

会社へ入社

• 2005年10月 株式会社パワードコムに入社

• 2006年1月 合併によりKDDI株式会社に所
属

• 2006年12月 日本インターネットエクス
チェンジ株式会社に出向

• 2007年3月 同社 代表取締役社長

• 2016年6月 日本ネットワークイネイブラー
株式会社 代表取締役社長

• 2021年7月 東京大学生産技術研究所リサー
チフェロー
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前回の振り返り(1/4)
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前回の振り返り(2/4)

石田

地域IXの目的

過去
• 目的

• 地域内でのトラフィック交換
• トランジットの共同調達
• データ(センター)の共有

• 課題
• 「地域が必要とするトラフィックはそれほ

ど大きくないだろう」

• 「役割」
• 域内トラフィック交換のためのPOP
• データセンター
• サービスゲートウェイとしてのIX
• トラフィック分散のためのIX

現在
• 方向性

• トラフィックの地域分散(強靭化)
• CDNにおけるエッジキャッシュの展開
• 折り返し通信の利用提案(IPv6が前提)
• 遅延やジッタに厳しいアプリケーションの

登場
• GIGAスクール／地域DXの動き
• 欲しがる人は多いが自らやる人は！

• 課題解決に向けて
• トラフィックボリュームより厳しいネット

ワーク性能の要件が出てくる？
• 継続可能なIXとなるための可能性
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前回の振り返り(3/4)

日里さん 西田さん



前回の振り返り(4/4)

サステナブルなIXを目指して

No Community,

No IX!
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本日のこれまでのセッションの振り返り

• 地方の拠点IXからの脱却
～日本の西側にあるIXの魅力
とは！～

• 地域IX？それとも拠点IX？
～地域ISPからみた福岡IXへ
の期待～



地域IXの必要性をもたらす(した)もの

IXの構造変化

•地域のアイボール間で交換されるトラフィックは

微量

•地域IXが要望されても実現されなかった最大の理

由

顧客間の相互接続

•分散による強靭性の確保

•遅延に対する要求

新たなIXの機能の付加

IXの変化(進化？)

単なるL2IX

コンテンツとアイボールの

橋渡し

キャッシュの設置

高機能化(MEC?)



地域IXのニーズ

• トラフィックの爆発

• コンテンツはエッジのより近
くへ

• エッジ側にアイボールの集約
点が必要

デジタルインフラ(DC等)整備に関する有識者会議
第1回事務局説明資料 2021年10月19日
経済産業省、総務省



地域IXのシーズ

• コロナ禍によるテレワークの
普及と場所を選ばない生活

• インターネット／クラウドへ
の接続性の均質化の必要性



あらためて地域IXの必要性

• 技術的な観点

• アーキテクチャの議論

• 社会的な観点

• コミュニティ作り

• サステナブルな仕組み

「デジタル田園都市国家」



No Community ⇔ No IX

19:30～ 野良BoF
「地域IX BoF」


